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４
月
１
日
か
ら

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、始
め
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
中
、
本
市
が
持
続

可
能
な
都
市
と
し
て
発
展
す
る
た
め
、
10
年
間
の

行
政
運
営
全
体
の
指
針
と
す
る
『
第
６
次
竹
原
市

総
合
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

市
民
一
人
一
人
が
、
本
市
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
し
、
進
学
や
就
職
等
で

転
出
し
た
人
や
本
市
に
ゆ
か
り
や
関
心
の
あ
る
人

が
、
帰
っ
て
き
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る

元
気
な
竹
原
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

〜
竹
原
市
第
６
次
総
合
計
画　

策
定
〜

総合計画の構成と期間
　総合計画は、本市の目指すべき将来像を示
す 10 年間の「基本構想」と、その将来像の実
現に向けた取組を示す５年間の「基本計画」
の２つで構成。

基本構想

基本計画

前期 後期

基本構想（10 年間）

基本計画（各５年間）

前期 後期

H31 H34 H35 H40

Check!

“ 元気” は、 市民の誰もが「 いきいきと活躍する姿」 と本市の魅力を活かした
交流や産業による賑わうまち」 を表現しています。

“ 笑顔” は、 市民の「 安全 ・安心で快適な心地いい暮らし」 と
互いに支え合う優しさ」 を表現しています。

あふれる元気と輝く笑顔が“ 幾重にも重なり”、
市民一人一人が“ たけはら暮らし” が“ 誇らしい” と思う。

本市は、
「 生まれて良かった、 住んで良かった、 帰ってきたい、 住んでみたい」

と思える元気な竹原市の実現に向け、
『 誰もが住みやすいと実感し、 誇らしく思えるまち』 を目指します。

①自然環境　②歴史・文化財　③景観　
④観光・交流　⑤移住・定住
⑥コンパクトな市街地とネットワークの形成

①子育て前の支援　②子育て支援　③学校教育

①生涯学習　②協働のまちづくり

①雇用・労働　②商工業　③農林水産業

①人権推進　②男女共同参画社会　③健康づくり
④高齢者福祉　⑤障害者福祉　⑥地域福祉

①道路網・港湾　②住環境　③上水道・下水道
④循環型社会

①防災・減災　②交通安全・防犯・消費者行政

10 年後の竹原市の姿（将来都市像）

元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。

重点施策
「たけはら元気プロジェクト」

　テーマを「元気」として、本市の財産「人」と「地

域資源」の融合による魅力を活かした賑わいを創出す

るため、新たな人の流れをつくり出す人々を“呼び込

むちからづくり”と、地域を支え活躍する多様な人材

を増やし、地域力を高める“育てるちからづくり”を

推進します。

将来都市像実現への
重点テーマ

　「平成 30 年７月豪雨災害からの早期復

旧・復興」

　将来都市像の実現には、災害からの早期

復旧・復興が欠かせないことから、これを

重点テーマとして設定し、取組を推進して

いきます。

　10 年後の竹原市の姿（将来都市像）を次のとおり掲げ、まちづくりを進めます。

呼び込む “ ちから ” づくり
●歴史を活かしたまちづくりの
　推進
●観光・交流の更なる推進
●移住・定住の促進

育てる “ ちから ” づくり
●地域における子育て前から
　子育て期までの支援の推進
●地域力の強化
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元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹
原
市
。

３１

将来像１【個性】
　自然・歴史・文化に育
まれ、人々に守られ磨か
れた資源が人々を魅了す
る賑わいのあるまち

目標像①
　竹原らしさを感じるまちに
人々が集まり賑わいが生まれて
いる

将来像２【人材】
　“ 文教のまちたけはら ”
の精神を受け継ぎ、地域
を支え、世界中で活躍す
る人々を輩出するまち

目標像②
　子供たちが夢の実現に向け挑戦
できる環境が確保されている

目標像③
　市民一人一人が自ら学び、様々な
場面で協力しながら活躍している

将来像３【活力】
　誰もがいつまでもいきい
きと自分らしく輝く活力と
優しさがあふれるまち

目標像④
　様々な仕事に挑戦できる元気な
産業が育ち、活気に満ちている

目標像⑤
　誰もがお互いに尊重し合い、い
つまでもはつらつと活躍している

将来像４【基盤】
　瀬戸内の恵まれた風土
と市民の絆のもと、誰も
が安全・安心で快適に生
活できるまち

目標像⑥
　生活の基盤が整備され、快適
に暮らしている

目標像⑦
　市民が支え合う絆を大切にし、
安全・安心な生活環境が確保さ
れている

①自然環境　②歴史・文化財　③景観　
④観光・交流　⑤移住・定住
⑥コンパクトな市街地とネットワークの形成

①子育て前の支援　②子育て支援　③学校教育

①生涯学習　②協働のまちづくり

①雇用・労働　②商工業　③農林水産業

①人権推進　②男女共同参画社会　③健康づくり
④高齢者福祉　⑤障害者福祉　⑥地域福祉

①道路網・港湾　②住環境　③上水道・下水道
④循環型社会

①防災・減災　②交通安全・防犯・消費者行政

『持続可能な行財政運営の確立』に取り組みます

市民目線に立って物事を判断
し考え、スピード感をもって
行動します。

考える視点を未来に置き、現状の考
え方や行動にとらわれない思考や発
想によって課題解決に取り組みます。

一人一人が日々の業務に対して
改善の意識をもち、行政サービ
スの維持向上を図ります。

市民起点 未来思考 改善意識

基本的視点のもと、４つの基本方針に沿った取組を着実に推進します。

竹原市
行財政経営強化方針

平成 31 年度～平成 35 年度

問い合わせ

　企画政策課秘書企画係

　☎２２-０９４２

　第６次竹原市総合計画の将来都市像の実現に向けた取組を下支えするものとして、「竹原市行財政経営強

化方針」を策定しました。目指すべき行財政運営の理念を『持続可能な行財政運営の確立』とし、基本理念

の実現のため『３つの基本的視点』を持ち、これまでの取組を継続しつつ、職員一丸となって不断の改革・

改善に取り組みます。

基本構想 基本計画

【重点テーマ】
　平成 30 年７月豪雨災害からの早期復旧・復興

平成 30 年７月豪雨災害　竹原市復旧・復興プラン
　「＃がんばろう竹原」

３つの基本的視点

２

○行政手続きの利便性の向上
○信頼される市役所づくりの推進　など

②行政サービスの質的向上○計画的な財政運営
○歳出の管理　○歳入の確保

④持続可能な財政基盤の確保

○マネジメントの強化
○業務改善の推進
○情報共有による組織力の強化　など

③効率的・効果的な組織の構築

○多様な機会を捉えた市民とのコミュニケーションの推進
○効果的な情報発信の推進　など

①市民目線に立ったまちづくりの推進

た
け
は
ら
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第６次竹原市総合計画体系図


